
外部の経営人材・専門人材を活用して
経営力を強化しませんか？

スポーツ庁委託事業

令和2年度スポーツ産業の成長促進事業
「スポーツ経営人材育成・活用促進事業（専門人材等、外部人材の流入促進）」

事業の概要

本事業では、スポーツ団体が抱える経営課題やニーズを明らかにし、人材マッチングを
通じて、スポーツ団体が課題解決を図るための外部の経営人材・専門人材の活用を支援
します。

具体的なステップ

経営課題を抱えるスポーツ団体に対して、「経営課題の調査・分析、人材要件の設定」か
ら、「経営人材・専門人材のマッチング」の支援を行います。

事業の背景・目的

スポーツの成長産業化の基盤形成の一つの方策として「マッチングを通じたスポーツ団
体への外部人材の流入を促進する」ことが望まれています（「成長戦略フォローアップ」
（令和元年6月閣議決定））。

本事業は、経済界等のスキルを有する外部人材とスポーツ団体とのマッチングを支援し、
スポーツ団体の経営力の強化や、人材の流動性を高めるための課題解決、成功モデル
の構築・実践を目的としています。
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＜個人情報の取り扱いについて＞
お申し込みの際にご記入いただきました個人情報は、PwC Japanグループの個人情報保護方針に従い適切に管理いたします。詳細の取り扱いについては、以下のウェブサイトをご覧ください。
https://www.pwc.com/jp/ja/sitemap/privacy.html

費用

外部人材の報酬、および交通費は各スポーツ団体が負担することになります。
※「具体的なステップ」に関する費用（ビズリーチのサービス利用料含む）はかかりません。

出典：スポーツ庁2019年度「スポーツ産業の成長促進事業（外部人材の流入促進）」成果報告書

ご参考（令和元年の本事業の実績）

応募方法

別紙 「募集要領」 をご参考願います。

• 参加団体 12 団体

• 募集ポジション 18 ポジション

• 総応募 2,400 名

• 採用 8 団体 16* 名

• 事業計画策定支援

• ブランディング強化支援 など

中央競技団体（NF）

プロクラブ・リーグ

• 主な募集職種例

• デジタルマーケティング

• 新規事業企画

• 経営管理

• 人事企画 など

*2020/3/27時点の内定者を含む。

問い合わせ先

スポーツ庁 参事官（民間スポーツ担当）付 経営改善係

Email：sminkan@mext.go.jp
担当：山縣

PwCあらた有限責任監査法人

Email：jp_aarata_jsa2020hr@pwc.com
担当：田中、大久保、中川、鈴木、拝野

株式会社ビズリーチ

Email：jsa2020@bizreach.co.jp
担当：葛西、藤田、加藤

© 2020 PricewaterhouseCoopers Aarata LLC. All rights reserved.
PwC refers to the PwC network member firms and/or their specified subsidiaries in Japan, and may sometimes refer to the PwC network. Each of such firms and subsidiaries is a separate legal 
entity. Please see www.pwc.com/structure for further details. 


